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ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

質問に答える吉田氏（左奥）＝６月20日、東大阪市

日
時　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
誤
り
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
我
流
の
給
与
計
算―

こ
れ
が
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
の
素
」

雇
用
管
理
対
策

日
時　

８
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
州
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
口
腔
粘
膜
疾
患
の
鑑
別
等
」

南
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
30
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
12
時
30
分
（
Ｊ

Ｒ「
吹
田
」駅
中
央
改
札
前
に
午
前
10
時
30
分
集
合
）

会
場　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場　
　

定
員　

30
人

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
院
所
の
従
業
員
、
ご
家
族
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
）

※
出
来
た
て
の
ビ
ー
ル
を
試
飲
で
き
ま
す

「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場
見
学
」

北
大
阪
地
区

日
時　

７
月
26
日
（
日
）
午
前
11
時
開
演

会
場　
国
立
文
楽
劇
場（
地
下
鉄
・
近
鉄「
日
本
橋
」駅
徒
歩
１
分
）

料
金　

一
般
４
千
３
百
円
、
学
生
２
千
円
、
中
学
生
以
下
１

千
５
百
円

演
目　

「
五
条
橋
」「
化
競
丑
満
鐘
」

※
要
事
前
予
約
、
終
了
後
「
舞
台
裏
見
学
」
あ
り

サ
マ
ー
企
画
親
子
劇
場「
文
楽
を
楽
し
む
会
」の
お
誘
い

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
医
療
安
全
講
習
会
を
６

月
20
日
、
東
大
阪
市
民
会
館

で
開
き
、
会
員
ら
16
人
が
参

加
し
た
。

　

講
師
の
吉
田
裕
志
副
理
事

長
は
「
医
療
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
指
針
（
協
会
社

保
研
究
部
編
）」
を
テ
キ
ス

ト
に
使
い
、
歯
科
医
院
に
お

け
る
「
医
療
安
全
管
理
指
針

の
策
定
」
や
「
院
内
感
染
対

策
指
針
」「
医
薬
品
・
医
療

機
器
の
各
種
取
扱
い
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
」
な
ど
に
つ
い

て
、
各
医
院
に
応
じ
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
整
備
の
要
点
を
分
か

り
や
す
く
解
説
し
た
。

　

吉
田
氏
は
、
最
近
で
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
も

あ
っ
て
院
内
感
染
対
策
は
重

要
で
あ
り
、
今
日
の
講
習
で

気
付
い
た
点
を
各
医
院
で
実

践
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

ま
た
、
医
院
で
必
要
な
研
修

の
開
催
は
「
医
療
安
全
対

策
」
と
「
院
内
感
染
対
策
」

で
あ
り
、
年
２
回
す
べ
て
の

従
業
員
に
対
し
て
研
修
が
必

要
と
な
る
。
そ
の
際
、
講
習

内
容
を
記
録
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
講
習
の
記

録
は
、
仮
に
医
療
事
故
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
の
指
摘
事
項

に
な
る
と
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
院
内
感

染
対
策
に
関
し
て
「
毎
年
の

健
康
診
断
で
従
業
員
に
血
液

検
査
を
受
け
さ
せ
て
良
い

か
」「
従
業
員
へ
の
予
防
接
種

は
必
須
な
の
か
」
と
の
質
問

が
出
さ
れ
、
吉
田
氏
は
「
採

用
時
や
毎
年
、
健
康
診
断
を

受
け
て
も
ら
う
よ
う
就
業
規

則
に
入
れ
る
こ
と
や
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
の
合
意
で
も
可

能
。
従
業
員
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
強
制
で
は
な
い
が
、

感
染
予
防
に
対
す
る
医
療
人

と
し
て
の
心
構
え
は
必
要
で

は
な
い
か
」
と
回
答
し
た
。

　

協
会
が
幹
事
団
体
を
務
め

る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が

６
月
22
日
、
羽
曳
野
市
を
皮

切
り
に
始
ま
っ
た
。

　

要
請
内
容
は
①
法
令
を
遵

守
し
行
政
を
執
行
す
る
こ
と

②
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
減
免

拡
充
や
、
資
格
書
・
短
期
証

を
発
行
し
な
い
こ
と
③
介
護

保
険
の
保
険
料
・
利
用
料
減

免
の
拡
充
④
生
活
保
護
の
老

齢
・
母
子
加
算
を
復
活
す
る

こ
と
⑤
子
ど
も
の
無
保
険
を

無
く
す
こ
と
⑥
障
害
者
自
立

支
援
法
の
改
善―

―

な
ど
を

求
め
て
い
る
。

　

羽
曳
野
市
で
は
、
介
護
保

険
の
第
３
期
準
備
基
金
残
高

が
２
億
円
も
あ
る
が
、
第
４

期
の
予
算
に
１
億
円
し
か
繰

り
入
れ
し
て
い
な
い
。
介
護

準
備
基
金
の
原
資
は
保
険
料

だ
。
介
護
保
険
は
高
齢
者
中

心
の
保
険
で
あ
り
、
直
ち
に

被
保
険
者
に
返
す
べ
き
お
金

で
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
が

１
０
０
％
か
、
そ
れ
に
近
い

繰
り
入
れ
を
行
う
な
か
で
、

同
市
の
繰
入
率
は
府
内
の
自

治
体
で
３
番
目
に
悪
く
、
当

局
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
50
％
の
繰
入
率
に

つ
い
て
も
、
算
定
根
拠
が
ま

っ
た
く
な
い
。

　

社
保
協
か
ら
は
「
算
定
根

拠
の
な
い
お
金
の
残
し
方
は

不
当
」「
減
免
に
当
て
れ
ば

３
３
０
０
人
も
減
免
制
度
の

対
象
者
を
増
や
せ
て
府
内
で

一
番
の
制
度
に
な
る
」
な

ど
、
年
度
途
中
か
ら
で
も
全

額
繰
り
入
れ
る
よ
う
求
め

た
。
し
か
し
当
局
か
ら
は

「
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

の
回
答
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

そ
の
他
、
生
活
保
護
の
移

送
費
や
、
国
保
減
免
の
拡
充

な
ど
を
求
め
た
。

　

大
阪
社
保
協
で
は
、
今

後
、
府
内
の
全
自
治
体
を
回

る
予
定
で
あ
る
（
表
）。
大

阪
市
は
８
月
15
日
以
降
に
各

区
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
す

る
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
先

生
は
、
協
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
頂
き
た
い
。

2009年度自治体キャラバンが羽曳野市で始まった
＝６月22日、同市役所　　　　　　　　　　　　

　

患
者
署
名
推
進
の
た
め
に

協
会
は
、
新
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
目
指
し
て
』
を
発
行
す

る
。
会
員
に
は
近
日
中
に
郵

送
す
る
。

　

パ
ン
フ
で
は
、
補
綴
治
療

を
保
険
か
ら
外
そ
う
と
す
る

厚
労
省
の
動
き
や
、
高
過
ぎ

る
日
本
の
患
者
窓
口
負
担
な

ど
、
歯
科
医
療
を
め
ぐ
る
様

ざ
ま
な
問
題
を
イ
ラ
ス
ト
入

り
で
、
患
者
に
も
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
度
診
療
報
酬

改
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
昨
年

末
に
厚
労
省
が
保
険
給
付
の

縮
小
に
つ
な
が
る
選
定
療
養

の
活
用
を
打
ち
出
し
た
。
日

歯
も
同
一
歩
調
を
取
っ
て
お

り
、
選
定
療
養
の
拡
大
が
次

期
改
定
の
焦
点
と
な
る
見
込

み
だ
。

　

診
療
報
酬
の
改
善
や
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
拡

充
、
患
者
負
担
の
軽
減
は
、

歯
科
医
師
と
患
者
・
国
民
の

共
通
す
る
切
実
な
願
い
だ
。

　

歯
科
医
療
改
善
に
つ
な
げ

る
た
め
に
も
、
新
パ
ン
フ
を

活
用
し
た
積
極
的
な
署
名
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
署
名

用
紙
や
パ
ン
フ
の
追
加
注
文

は
協
会
事
務
局
ま
で
。

歯科改善の患者署名に活用を

・日本の歯科医療は優等生
・入れ歯治療が危ない
・ お金がなければ歯の機能回
復が出来ない
・今でも歯科は受診しにくい
・高すぎる日本の窓口負担
・ みんなの願いは保険で良い
歯科医療

東大阪・八尾
・ 柏 原 地 区

感
染
対
策
の
即
時
実
践
を

医
療
安
全
講
習
会
開
く

大阪社保協

医
療
・
介
護
・
生
活
保
護
の
改
善
に
向
け

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
始
ま
る

※
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
自
治
体
は
予
定
。
記
載
の
な
い
自
治
体
に
つ
い
て

　

は
、
協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

〔
2
0
0
9
・
６
・
29
現
在
〕

日　
　

時

自
治
体
名

７
月
６
日
（
月
）

10
：
00

11
：
30

太
子
町

13
：
00

14
：
30

河
南
町

７
月
７
日
（
火
）

10
：
00

11
：
30

門
真
市

７
月
８
日
（
水
）

13
：
00

14
：
30

茨
木
市

７
月
９
日
（
木
）

15
：
15

17
：
15

大
阪
狭
山
市

７
月
13
日
（
月
）

10
：
00

11
：
30

高
槻
市

13
：
00

14
：
30

島
本
町

７
月
14
日
（
火
）

10
：
00

11
：
30

枚
方
市

13
：
30

15
：
00

交
野
市

15
：
45

17
：
15

四
条
畷
市

７
月
17
日
（
金
）

13
：
00

14
：
30

熊
取
町

15
：
45

17
：
15

田
尻
町

７
月
21
日
（
火
）

10
：
00

11
：
30

箕
面
市

14
：
00

15
：
30

能
勢
町

７
月
22
日
（
水
）

10
：
00

11
：
30

大
東
市

13
：
00

14
：
30

東
大
阪
市

15
：
45

17
：
15

柏
原
市

７
月
23
日
（
木
）

10
：
00

11
：
30

忠
岡
町

13
：
00

14
：
30

岸
和
田
市

15
：
45

17
：
15

岬
町

７
月
27
日
（
月
）

10
：
00

11
：
30

泉
佐
野
市

13
：
00

14
：
30

泉
南
市

15
：
45

17
：
15

阪
南
市

７
月
29
日
（
水
）

10
：
00

11
：
30

寝
屋
川
市

14
：
00

15
：
30

富
田
林
市

７
月
30
日
（
木
）

14
：
00

15
：
30

豊
中
市

８
月
３
日
（
月
）

10
：
30

12
：
00

藤
井
寺
市

８
月
４
日
（
火
）

14
：
00

15
：
30

豊
能
町

８
月
７
日
（
金
）

13
：
00

14
：
30

貝
塚
市

８
月
17
日
（
月
）

10
：
00

11
：
30

和
泉
市

８
月
18
日
（
火
）

10
：
30

12
：
00

河
内
長
野
市

14
：
00

15
：
30

松
原
市

２
０
０
９
年
度
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動

新パンフができました新パンフができました

パンフレットの主な内容

日
時　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

す
て
っ
ぷ
（
と
よ
な
か
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
）
セ
ミ
ナ
ー
室
１
（
阪
急
「
豊
中
」
駅
直
結
、
地

下
に
有
料
駐
車
場
あ
り
）　　

定
員　

50
人

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
ま
さ
か
の
医
療
ト
ラ
ブ
ル
対
策―

こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
の
処
方
せ
ん―

」

北
大
阪
地
区
講
習
会

な
に
わ
の
ト
ラ
ブ
ル
バ
ス
タ
ー
が
話
す

A５判８ページ　無料

日
時　

７
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

松
下
寛
氏
（
東
京
都
世
田
谷
区
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
保
険
で
で
き
る
明
快
総
義
歯
づ
く
り
」

７
月
度
生
涯
研
修


